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教科名  数 学 
 

 

 

 

学習目標（「身につけさせたい力」） 

・数量や図形などに関する基本的な概念や原理・法則のよさを実感し、自ら数学の学習に主体的に取り組

む態度を養わせる。 

 ・事象を数学的に考察するために、数や図形の性質などを的確に表し、根拠を明確にして筋道を立てて説   

明したり、自分の考えをわかりやすく表現する能力を高める。 

 ・数学的活動を通し、数学の楽しさや数学的な見方・考え方のよさを知り、それらを進んで活用して考え、 

判断しようとする態度を養わせる。 

 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

時数 年間１４０時間 年間１０５時間 年間１４０時間 

 

 

 

１ 

 

 

学 

 

 

期 

第１章 正負の数 
１ 正負の数 
・０より小さい数を学習しま
す。 
・正の数・負の数を使って量を
表します。 
・絶対値について理解し、数の
大小を不等号を用いて表しま
す。 
・素数について学びます。 
・素因数分解ついて理解し、そ
れを利用して問題を解決する
学習をします。 
 
２ 加法と減法 
・正の数・負の数の加法・減法
について学習します。 
・加法と減法の混じった式の計
算をします。 
 
３ 乗法と除法 
・正の数・負の数の乗法・除法
について学習します。 
・逆数を使って、除法を乗法に
なおす計算をします。 
・指数や四則を含む式の計算を
します。 
・数の範囲について学習しま
す。 
 
４ 正負の数の利用 
・平均の求め方について学習し
ます。 
 
第２章 文字と式 
１ 文字を使った式 
・数量を文字で表します。 

第１章 式の計算 
１ 式の計算 
・単項式と多項式、項の意味に
ついて学習します。 
・単項式や多項式の次数の意味
について学習します。 
・１次式の意味について学習し
ます。 
・同類項の意味について学習し
ます。 
・同類項をまとめることを学習
します。 
・多項式どうしの加法・減法に
ついて学習します。 
・多項式と数との乗法・除法に
ついて学習します。 
・多項式のいろいろな計算をし
ます。 
・単項式どうしの乗法・除法に
ついて学習します。 
・乗法と除法の混じった式の計
算をします。 
・文字を２つ含む式の値を求め
る学習をします。 
・式を簡単にしてから式の値を
求めることを学習します。 
 
２ 文字式の利用 
・文字を用いた式を利用し、数
量やその関係を一般的に表現
することや文字式を用いるこ
とのよさを学習します。 
・等式の意味を理解し、目的に
合うように変形する方法を学
習します。 
 
 

第１章 多項式 
１ 多項式の計算 
・多項式と単項式の乗法・除法
について学習します。 
・分配法則を使って式の展開を
します。 
・乗法の公式を使って式の展開
をします。 
 
２ 因数分解 
・因数や因数分解について学習
します。 
・共通因数を取り出して因数分
解する方法を学習します。 
・乗法の公式を利用して因数分
解する方法を学習します。 
 
３ 式の計算の利用 
・問題解決に式の展開や因数分
解を利用できるようにします。 
・式の計算を利用し、数や図形
の性質を証明できるようにし
ます。 
 
第２章 平方根 
１ 平方根 
・平方根の意味について学習し
ます。 
・平方根の大小を不等号を用い
て表します。 
・有理数と無理数について学習
します。 
・自然数を素数で分解する素因
数分解を学習します。 
・素数を求めたり、素数でない
数を素因数分解したりします。 
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・文字を使って式を表します。 
・文字式の文字に数字を代入し
て式の値を求めます。 
 
２ 文字式の計算 
・文字式の加法・減法について
学習します。 
・文字式と数の乗法・除法につ
いて学習します。 
３ 文字式の利用 
・数量の関係を等式や不等式で
表します。 
 
第３章 方程式 
１ 方程式とその解き方 
・方程式やその解の意味につい
て学習します。 
・等式の性質について学習しま
す。 
・移項して方程式を解きます。 
 
 

第２章 連立方程式 
１ 連立方程式とその解き方 
・２元１次方程式とその解の意
味について学習します。 
・連立方程式とその解の意味に
ついて学習します。 
・連立方程式を解くことの意味
について学習します。 
・連立方程式の加減法の意味を
理解し、加減法による解き方を
学習します。 
・代入法で連立方程式を解くこ
とを学習します。 
・加減法・代入法を使い分け、
連立方程式が解けるよう学習
します。 
・いろいろな連立方程式の解き
方を学習します。 
２ 連立方程式の利用 
・２つの文字を用いた連立方程
式を利用して問題を解決する
手順を理解し、答えを求める学
習をします。 
 
第３章 １次関数 
１ １次関数 
・関数・１次関数の意味につい
て学習します。 
・１次関数の値の変化の特徴を
知り、変化の割合を求めること
を学習します。 
 

２．根号を含む式の計算 
・根号を含む式の乗法・除法に
ついて学習します。 
・分母に根号を含まない形に表
す（有理化する）ことを学習し
ます。 
・根号を含む式のいろいろな計
算をします。 
３ 平方根の利用 
・問題解決に平方根を利用でき
るようにします。 
 
第３章 ２次方程式 
１ ２次方程式とその解き方 
・２次方程式とその解の意味に
ついて学習します。 
・因数分解を利用し、２次方程

式が解けるようにします。 

・解の公式を用いて２次方程式

が解けるようにします。 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

 

 

 

２ 

 

 

学 

 

 

期 

２ 一次方程式の利用 
・方程式を使って文章問題を解
きます。 
 
３ 比例式 
・比例式の性質を利用して文字
の値を求めます。 
・比例式を利用して文章問題を
解きます。                    
 
第４章 比例と反比例 
１ 関数 
・関数の意味について学習しま
す。 
 
２ 比例 
・比例定数の意味や比例の性質  
を学習します。 
・座標の意味を理解し、点を座
標平面上に表します。 

・１次関数のグラフの特徴を知
り、傾きと切片を用いて１次関
数のグラフをかきます。 
・グラフの傾きや切片を読み取
り、１次関数（直線）の式を求
めることを学習します。 
・グラフ上の２点の座標から一
次関数（直線）の式を求めます。 
２ １次関数と方程式 
・２元1次方程式と１次関数ｙ
＝ａｘ＋ｂのグラフの関係に
ついて学習します。 
・２元１次方程式ａｘ＋ｂｙ＝
ｃのグラフをかくことを学習
します。 
・ｙ＝ｋ，ｘ＝ｈのグラフの意
味を理解し、グラフをかく学習
をします。 

２ ２次方程式の利用 
・２次方程式を利用し、問題解 
決をできるようにします。 
  
第４章 関数ｙ＝ａｘ２ 
１ 関数ｙ＝ａｘ２ 
・ｙ＝ａｘ２で表される関数関
係を表に表し、その特徴につい
て学習します。 
・与えられた条件からｙ=ａｘ２

の式を求めます。 
２ 関数ｙ＝ａｘ２の性質と調
べ方  
・関数ｙ＝ａｘ２のグラフとその
特徴 について学習します。 
・ｘやｙの変域を求められるよ
うにします。 
・関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合
を求められるようにします。 
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・比例のグラフをかけるように
します。 
・比例式の求め方について学習 
します。 
 
３ 反比例 
・比例定数の意味や反比例の性 
質を学習します。 
・反比例のグラフをかけるよう
にします。 
・反比例式の求め方について学 
習します。 
 
４ 比例と反比例の利用 
・比例と反比例の文章問題につ
いて学習します。 
 
 
 
 
第５章 平面図形 
１ 図形の移動 
・平行移動・対称移動・回転移
動について学習します。 
 
２ 基本の作図 
・３つの基本の作図方法を学習
します。 
・基本的な作図を利用し、いろ
いろな作図をします。 
 
３ おうぎ形 
・円とおうぎ形の性質を学習し
ます。 
 
第６章 空間図形 
１ いろいろな立体 
・基本的な立体について学習し
ます。 
・正多面体について学習しま
す。 
 
２ 立体の見方と調べ方 
・空間における平面や直線の位
置関係について学習します。 
・平面図形や直線が動いたとき
にできる立体とその性質につ
いて学習します。 
・立体の展開図の特徴を捉え，
角錐や円錐の展開図について
学習します。 
・立体の投影図について学習し
ます。 
 

・グラフを利用し、グラフから
具体的な量を読み取り、問題を
解くことを学習します。 
・連立方程式の解をグラフの交
点から求める学習をします。ま
た、グラフの交点の座標を、連
立方程式の解から求めること
を学習します。 
３ １次関数の利用 
・２つの数量関係を１次関数と
みなした問題解決方法を学習
します。 
第４章 平行と合同 
１ 説明のしくみ 
・多角形の表し方と内角・外角
の意味について学習します。 
・多角形の内角の和・外角の和
の性質について説明できるよ
うにします。     
・多角形の内角や外角の大きさ
を求めることを学習します。 
 
２ 平行線と角 
・対頂角の性質・平行線の性質 
・平行線になる条件を理解し、
その性質を用いて角の大きさ
を求めることを学習します。 
・三角形の内角・外角の性質を
理解し、その性質を用いて三角
形の内角や外角の大きさを求
めることを学習します。 
  
３ 合同な図形 
・合同な図形の性質について学
習します。 
・合同な図形の対応する線分や
角の関係を知り、合同な図形を
記号を使って表すことを学習
します。 
・三角形の合同条件を利用し、 
図形の性質を証明することを
学習します。 
・仮定と結論の意味について理
解します。 
・証明の意味を理解し、仮定か
ら結論を導く証明のしくみを
学習します。 
  
第５章 三角形と四角形 
１ 三角形 
・二等辺三角形の定義と定理の 
意味について学習します。 
・二等辺三角形の性質を見いだ
し証明することができるよう
に学習します。 

・１次関数と関数ｙ＝ａｘ２の
違いについて理解できるよう
にします。 
 ・平均の速さを求められるよ
うにします。 
３ いろいろな関数の利用 
・身のまわりに関数ｙ＝ａｘ２

と関わりが深い事象があるこ
とを学習します。 
・倍々に変化する関数や、グラ
フや階段状になる関数など、関
数には様々なものがあること
を理解できるようにします。 
 
第５章 相似な図形 
１ 相似な図形 
・相似の意味と相似な多角形の
性質について学習します。 
・三角形の相似条件を導き、そ
れを使って証明できるように
します。 
・縮図を利用し、２点間の距離
や建物の高さなどを求められ
るようにします。 
   
２ 平行線と比 
・平行線と線分の比の関係を使
って図形についての問題を解
けるようにします。 
・三角形の中点連結定理を用い
て証明できるようにします。 
  
３ 相似な図形の面積と体積 
・相似な図形について、相似比
と面積比を求められるように
します。 
  
第６章 円 
１ 円周角の定理 
・円周角の意味や円周角の定理 
について学習します。 
・円周角の定理の逆を理解でき
るようにします。 
  
２ 円周角の定理の利用 
・円外の１点からの接線の作図
方法を学習します。 
・円周角の定理を利用し、円に
ついての性質や図形の相似な
どを証明します。 
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・二等辺三角形の底角の性質を 
用いて二等辺三角形の角の大
きさを求めることを学習しま
す。 
・鋭角・鈍角の意味について学
習します。 
・正三角形の定義と定理の意味
について学習します。 
・二等辺三角形になるための条
件を利用し、図形の性質を証明
することができるように学習
します。 
・定理の逆の意味を理解し、そ
れが成り立つかどうかを考え、
説明することができるように
学習します。 
・直角三角形の合同条件を利用
し、図形の性質を証明すること
を学習します。 

第６章 三平方の定理 
１ 三平方の定理 
・三平方の定理とその証明につ
いて学習します。 
・三平方の定理を使って、直角
三角形の辺の長さを求められ
るようにします。 
 
 

 

 

 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

 

 

 

３ 

 

 

学 

 

 

期 

３ 立体の表面積と体積 
・展開図をもとに立体の表面積
や体積を求めます。 
・球の表面積と体積について学
習します。 
 
第７章 資料の散らばりと         

代表値 
１ 資料の分析 
・資料を整理して度数分布表を
作り、ヒストグラムに表しま
す。 
・相対度数について学習しま
す。 
・資料や表から代表値や散らば
りを求めます。 
・累積度数について学習しま
す。 
 
２ データの活用 
・資料から特徴を読み取った
り、比較します。 
・資料をヒストグラムで表した
り、代表値を求めて、その特徴
を説明します。 
・累積度数の意味を理解し、そ
の求め方を学びます。 
・不確定なことがらの起こりや
すさの傾向を読み取り、相対度
数を確率とみなし、説明しま
す。 
 

２ 平行四辺形 
・平行四辺形の定義と定理の意 
味について学習します。 
・平行四辺形の性質を証明し
て、図形の性質を証明すること
を学習します。 
・平行四辺形になるための条件
を利用して図形の性質を証明
することができるように学習
します。 
・長方形・ひし形・正方形の定
義や性質を学習します。 
・平行線の性質を利用し、面積
の等しい図形を見いだし、等積
変形する方法を考え、その方法
を説明できるように学習しま
す。 
 
第６章 確 率 
１ 確率 
・確率の意味を理解し、確率の
求め方を学習します。 
・場合の数を樹形図や表・式を
用いて求める方法を理解し、場
合の数から確率を求める方法
を学習します。 
 

２ 三平方の定理の利用 
・三平方の定理を利用し、平面
図形や空間図形の問題を解け
るようにします。 
 
  
第８章 標本調査 
１．標本調査 
・標本調査の意味や方法を理解
できるようにします。 
 
２ 標本調査の利用 
・標本調査を利用し、母集団の
傾向を読み取れるようにしま
す。 
 
・総合演習 
・３年間の学習内容の総合演習
を行い、既習事項の理解を深め
ます。 
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評価の観点と評価内容の予定 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主

な

評

価

方

法

と

そ

の

内

容 

 

 

 

全

学

年

共

通 

 

○単元確認テスト 

○課題テスト 

○定期考査 

○レポート 

 

○単元確認テスト 

○課題テスト 

○定期考査 

○レポート 

 

○授業の取り組み 

○提出物の提出・課題への取

り組み状況 

・副教材 

・ノート、ファイル 

・レポート 

・長期休業の課題 

 


